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こ
の
冬
は
強
い
寒
気
の
影
響
で
大
変
寒
い
日
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
梅
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
始
め
、
春
の

訪
れ
が
待
ち
遠
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
さ
て
昨
年
来
、
経
済
不
況
を
は
じ
め
震
災
復
興
の
遅

延
や
外
交
問
題
の
悪
化
な
ど
、
我
が
国
の
政
治
情
勢
は

混
迷
し
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
昨
年
12

月
に
新
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
事
態
解
決

に
向
け
て
大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

　
今
春
か
ら
い
よ
い
よ
第
4
次
病
院
整
備
事
業
が
始
ま

り
ま
す
。
西
病
棟
を
増
改
築
し
て
、
個
室
を
増
床
し
面

談
室
と
処
置
室
を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
増
設
し
、
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
器
材
庫
を
拡

張
し
ま
す
。
外
来
部
門
で
は
、リ
ハ
ビ
リ
室
と
人
間
ド
ッ

ク
室
を
移
転
・
拡
充
し
、
外
来
診
察
室
を
再
配
置
し
て

利
便
性
を
高
め
ま
す
。
そ
し
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
離
着

陸
す
る
グ
ン
ゼ
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
救
急
室
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
整
備
し
、
よ
り
早
く
搬
入
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
こ
の
計
画
に
よ
り
患
者
様
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
は
大

き
く
向
上
し
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
よ
り
働
き

易
い
環
境
に
な
る
で
し
ょ
う
。
竣
工
は
平
成
26
年
度
に

な
り
ま
す
が
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
職
員
一
同
し
っ

か
り
と
準
備
し
、
対
応
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
昨
今
、
医
師
不
足
と
地
方
財
政
難
の
中
で
、
京
都
北

部
に
お
い
て
も
医
療
再
生
計
画
が
進
み
、
医
療
情
勢
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
医
療
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

医
療
施
策
を
十
分
見
極
め
て
適
切
な
病
院
運
営
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
医
療
の
更
な
る
充
実
発

展
を
め
ざ
し
て
精
一
杯
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
ご
支
援

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

院内保育園「こすもす」 



２

糖尿病看護認定看護師 

　　　　 村　上　美智子 

　

糖
尿
病
患
者
数
は
近
年
、
生
活
習
慣

の
変
化
を
背
景
に
世
界
的
に
急
増
し
て

い
ま
す
。
我
が
国
の
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
に
よ
れ
ば
、
1
9
9
7
年
に
は
糖

尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
と
糖
尿
病
の

可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
人
は
合
わ
せ

て
約
1
3
7
0
万
人
で
し
た
が
、
2
0

0
7
年
に
は
約
2
2
0
0
万
人
と
著
し

く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
ひ
と
た
び
発
症
す
る
と
、

一
生
治
療
を
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
慢
性
疾
患
で
す
。
生
活
習
慣

の
改
善
を
必
要
と
す
る
た
め
、
患
者
さ

ま
は
多
大
な
努
力
を
要
し
ま
す
。
網
膜

症
、
腎
症
、
神
経
障
害
な
ど
の
慢
性
合

併
症
の
発
症
や
、
症
状
の
進
行
を
防
ぐ

に
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
容
し
、

必
要
に
応
じ
て
複
数
の
治
療
法
を
守
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
糖
尿
病

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
た
め
に
得

た
知
識
を
自
分
の
生
活
に
合
わ
せ
て
ア

レ
ン
ジ
し
獲
得
し
て
い
く
こ
と
は
難
し

く
、
糖
尿
病
と
向
き
合
う
気
持
ち
を
維

持
し
続
け
る
こ
と
も
ま
た
難
し
い
こ
と

で
す
。
延
々
と
続
く
自
己
管
理
に
対
す

る
疲
弊
を
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

患
者
さ
ま
が
出
来
る
だ
け
負
担
が
少
な

く
継
続
し
や
す
い
方
法
で
生
活
調
整
が

で
き
る
様
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
糖

尿
病
看
護
認
定
看
護
師
の
役
割
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
治
療
は
食
事
療
法
、

運
動
療
法
が
主
と
な
り
ま
す
が
、
必
要

に
応
じ
て
内
服
や
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
な

ど
、
薬
物
療
法
も
行
わ
れ
ま
す
。
医
師
、

管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技

師
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
患
者
さ
ま

が
自
己
管
理
で
き
る
よ
う
に
、
チ
ー
ム

で
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

入
院
中
や
外
来
通
院
中
の
患
者
さ
ま

へ
の
療
養
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
外

来
で
は
、
予
約
制
で
火
曜
日
、
木
曜
日

に
、
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
イ

ン
ス
リ
ン
注
射
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
な
ど
の

療
養
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
ト

ケ
ア
で
は
、
患
者
さ
ま
が
目
で
見
て
手

で
触
れ
る
こ
と
で
、
ご
自
分
の
足
の
状

態
を
知
り
、
足
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
糖

尿
病
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。
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花粉症の検査について 
臨床検査科　荒　賀　智　永 

　花粉症というのは、アレルギー性鼻炎という病気の
中で、特に花粉が原因であるような場合を指して呼ん
でいます。 
　「アレルギー」という言葉は広く知られていますが、
これは、「抗原抗体反応」という体の免疫機構のひと
つです。 
　ある物質（たとえばスギ花粉、これを抗原と呼びま
す）を、体が受け入れられない人がいます。抗原が鼻
に入ってくると、くしゃみで追い出し、鼻水で洗い流
し、鼻づまりで中に入りにくくし、目的にかなった反応
であるが、この不快な症状が花粉症として現れます。 
 
 
 
 
 
 
 
　花粉症の検査は、鼻の症状が花粉症であるのか、ま
た花粉症であればどのような花粉が原因であるのかを
調べます。花粉症は原因となる花粉の飛ぶ季節にだけ
症状があります。 
　春にスギ、ヒノキ、シラカンバ、夏にイネ、秋にブ

タクサ、ヨモギの花粉症がみられます。検査には鼻み
ずの中の細胞(花粉症で増加する好酸球という細胞)を
調べる検査、皮膚に注射して調べる検査、血液を調べ
る検査があり、今回は血液検査について説明します。 
　血液検査は原因となる抗原（花粉）に対する抗体を
調べる検査で、血清総IgE抗体、特異IgE抗体があり
ます。 
　アレルギーの時に作られる抗体をIgE抗体と言い、
IgE総量を調べるのが血清総IgE抗体検査です。また、
IgE抗体はスギ花粉やヒノキ花粉といった、ある成分
に対してのみ反応して増えてくるので、それぞれの
物質に対するIgE抗体を調べるのが特異IgE抗体検査
です。 
　通常、総IgE抗体検査は問診からアレルゲンが推定
できない場合、多数のアレルギーを持つ患者さんの経
過観察に有用です。 
　特異IgE抗体検査はアレルギーを引き起こす原因物
質を特定するための検査で、特異性に優れています。 
特異的IgE抗体検査の結果はクラス判定を用います。 
 
　検査結果がわかるのに約1週間かかります。 
　ご不明な点がございましたら、当院検査室にお問い
合わせ下さい。 

食 事 療 法 ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ イ ス  

　糖尿病とは、インスリンという血糖を下げるホルモンの量が少なかったり、働きが悪いために血液中のブドウ
糖の濃度が高くなる（高血糖）病気で、この高血糖が長期間続くと糖尿病が進行し、色々な合併症が出てきます。
初期のうちは自覚症状がなく、健診で見つかる場合がほとんどです。この自覚症状がない時期にこそ、食習慣を
見直し、運動習慣を身につけることで糖尿病を改善し、合併症を予防することができます。 

１、適正なエネルギー量を守り肥満を予防しましょう 

　　適正なエネルギー量＝標準体重×（２５～３０kcal） 

　　※標準体重＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×２２ 

２、朝、昼、夕食の量を均等にして規則正しく食べましょう 

　　朝食が遅くならないようにし、１日３食食べましよう。 

３、バランスよく食べましょう 

　　・毎食、主食、主菜、副菜をそろえましょう。 

　　・炭水化物の多い芋やかぼちゃ、栗、豆類、春雨、

　小麦粉などは主食となり、ご飯を減らす必要があ

　ります。 

４、食物繊維の多い野菜から先に食べましょう 

　　野菜や海藻、きのこ、こんにゃくなどを５分かけて

食べると効果的！ 

５、ゆっくりよくかんで食べましょう 

　　１口３０回噛んで１食に２０～３０分かけましょう。 

６、薄味に慣れましょう 

　　合併症予防のためにも砂糖や塩は控えめに！ 

７、菓子類の間食は控えましょう 

　　どうしても食べたい場合はご飯を減らして、食後に

少量を！ 

８、アルコールは主治医と相談を！ 

　　（飲んではいけない場合もあります） 

　　OKなら１日にビール３５０ml１缶 

　　（ご飯は減らさなくて良いが１週間に２日は休肝日を

設けましょう） 

９、禁煙を心掛けましょう 

１０、運動の習慣をつけましょう 

　　運動は食後に実施し、２日に１回以上がよいとされ

ています。 

管理栄養士　竹　村　智　子 

⑪ 
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花 粉 症

健康 
医師の 

健康 
アドバイス 

花 粉 症 耳鼻咽喉科 

佐　藤　尚　志 
さ　　　とう　　たか　　 し 

　

花
粉
症
は
発
作
性
、
反
復
性
に
み
ら
れ

る
く
し
ゃ
み
、
水
様
性
鼻
汁
、
鼻
閉
を
３

主
徴
と
す
る
鼻
粘
膜
の
Ⅰ
型
ア
レ
ル
ギ
ー

で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
ス
ギ
花
粉
症

の
有
病
率
は
国
民
の
お
よ
そ
４
人
に
１
人

に
当
た
る　

・
５
％
で
あ
り
、
若
年
発
症

２６

が
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
治
療
に
対
す

る
患
者
満
足
度
は
必
ず
し
も
高
い
と
は
言

え
な
い
状
況
で
あ
る
。　

医
療
面
接
・
問
診

　

鼻
過
敏
症
状
は
通
年
性
か
季
節
性
か
、

季
節
性
で
あ
れ
ば
そ
の
時
期
に
飛
散
す
る

花
粉
症
を
考
え
る
。
眼
症
状
の
有
無
や
、

く
し
ゃ
み
・
鼻
漏
型
か
鼻
閉
型
か
、
そ
の

重
症
度
、
苦
痛
の
強
さ
な
ど
を
問
診
す
る
。

鼻
粘
膜
の
観
察

　

花
粉
症
で
あ
れ
ば
下
鼻
甲
介
が
腫
脹
し

水
様
性
分
泌
物
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。

血
清
特
異
的
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
定
量

　

採
血
の
み
で
で
き
る
た
め
一
般
的
に
多

く
行
わ
れ
て
い
る
検
査
で
あ
る
。

　

日
常
生
活
上
の
支
障
と
な
ら
な
い
状
態

を
維
持
で
き
る
こ
と
が
治
療
の
目
標
と
な

る
。治
療
法
の
選
択
は
、病
型
、重
症
度
、患

者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
。

●
セ
ル
フ
ケ
ア（
花
粉
の
除
去
と
回
避
）

　

治
療
の
第
一
歩
で
患
者
の
み
に
で
き
る

こ
と
で
あ
り
、
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
る
。 

　

重
症
度
に
よ
っ
て
薬
の
選
択
が
変
わ
っ

て
く
る
。

●
抗
原
特
異
的
減
感
作
療
法

　
　
　
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
）

　

長
期
寛
解
を
期
待
で
き
る
唯
一
の
方
法

で
あ
る
が
通
常
３
年
以
上
継
続
す
る
必
要

が
あ
る
。
現
在
舌
下
免
疫
療
法
が
注
目
さ

れ
て
お
り
、
日
本
で
は
ス
ギ
花
粉
症
で
の

治
験
が
終
了
し
、
２
０
１
３
年
中
に
保
険

適
応
を
目
指
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

手
術
療
法
の
第
一
の
目
標
は
鼻
閉
の
改

善
で
あ
る
。
鼻
粘
膜
の
縮
小
と
変
調
を
目

的
と
し
た
レ
ー
ザ
ー
手
術
を
日
帰
り
手
術

で
行
っ
て
い
る
。

は
じ
め
に

花
粉
症
の
診
断

花
粉
症
の
管
理
・
治
療

薬
物
療
法

手
術
療
法

薬物を使わない方法スギ花粉の回避
①花粉情報に注意する。

②飛散の多い時の外出を控える。外出時にマスク、メ

ガネを使う。

③表面がけばだった毛織物などのコートの使用は避

ける。

④帰宅時、衣服や髪をよく払ってから入室する。

　洗顔、うがいをし、鼻をかむ。

⑤飛散の多い時は窓、戸を閉めておく。

　換気時の窓は小さく開け、短時間にとどめる。

⑥飛散の多い時のふとんや洗濯物の外干しは避ける。

⑦掃除を励行する。特に窓際を念入りに掃除する。

花粉症治療薬の一般的特徴
●鼻噴霧用ステロイド薬
　・効果は強く、くしゃみ・鼻漏・鼻閉に有効
　・効果発現が速やか

●経口ステロイド薬
　・効果が強い　　・短期間用いる

●抗ヒスタミン薬
　・即効性がある　　・鼻閉に効果が少ない
　・眠気や口渇を伴うものがある

●抗ロイコトリエン薬・抗トロンボキサン薬
　・特に鼻閉に効果が高い　
　・効果発現に時間がかかる

●化学伝達物質遊離抑制薬・Th2サイトカイン阻審薬
　・効果発現に時間がかかる　　・眠気や口渇はない
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お
あ
し
す
の
前
号
の
巻
頭
の
言
葉
で
鴻

巣
病
院
長
が
述
べ
ら
れ
て
い
た「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
を
覚

え
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
前
号
の
復

習
に
な
り
ま
す
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
は
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
と

訳
さ
れ
ま
す
。

　

仕
事
は
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が
い
や

喜
び
を
も
た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
家
事
や

育
児
、
近
隣
と
の
付
き
合
い
な
ど
の
生
活

も
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
す
。

　

し
か
し
現
実
の
社
会
で
は
、
仕
事
に
追

わ
れ
心
身
の
疲
労
か
ら
健
康
を
害
し
か
ね

な
い
状
況
や
、
仕
事
と
子
育
て
、
ま
た
は

介
護
と
の
両
立
に
悩
む
な
ど
問
題
を
抱
え

る
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
を　

時
間
見
守
る
看
護
師
の

２４

多
く
も
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
り
、
看

護
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
未
就
労
の
潜
在
看
護
師
は
全
国
で

　

万
か
ら　

万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

５５

６５

す
。

　

働
く
人
々
が
活
き
活
き
と
仕
事
に
取
組

み
、
一
方
で
私
生
活
に
お
い
て
も
や
り
た

い
こ
と
、
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
で
き
る
、
そ
ん
な
充
実
し
た
人
生
が
送

れ
る
よ
う
に
職
場
や
社
会
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

目
指
す
も
の
で
す
。

　

当
院
で
は
、
病
院
全
体
で
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
ま
ず
「
看
護
部
か
ら
は
じ
め
よ

う
！
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取

り
組
み
」
と
し
て
、
院
内
委
員
会
と
し
て

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
定
着
モ

デ
ル
事
業
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
病
院
長
を
は
じ

め
と
す
る
事
務
部
長
・
管
理
課
長
・
看

護
部
長
・
看
護
師
長
・
副
看
護
師
長
、

ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
日
本
看
護
協
会
が
推

進
す
る
「
看
護
職
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
の
京
都
府
の
初
年
度
事
業
に
参

加
し
、
時
間
外
勤
務
削
減
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
や
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
希
望
に
あ
わ
せ
た
有
給
休
暇
取
得

の
促
進
、
子
育
て
支
援
制
度
の
推
進

な
ど
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
は
、
患
者
さ
ま
の
生

活
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
看
護

専
門
外
来
の
拡
大
に
む
け
て
の
取
り
組
み

や
、
看
護
師
の
夜
勤
負
担
軽
減
の
た
め
の

新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ま
に
安
心
安
全
な
医
療
を
提
供

す
る
た
め
に
も
、
病
院
の
全
職
員
が
仕
事

と
生
活
の
両
立
が
で
き
、
健
康
で
安
全
に

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
作
り
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

看護部　ワーク・ライフ・バランス推進担当 
　　　　看護師長　　塩　見　ゆかり 
看護部　ワーク・ライフ・バランス推進担当 
　　　　看護師長　　塩　見　ゆかり ワーク・ライフ・バランス定着モデル事業委員会メンバー ワーク・ライフ・バランス定着モデル事業委員会メンバー 

家庭で 
　　和やか 
家庭で 
　　和やか 

仕事で 
　　ハツラツ 
仕事で 
　　ハツラツ 

趣味で 
　いきいき 
趣味で 
　いきいき 

家庭で 
　　和やか 

仕事で 
　　ハツラツ 

趣味で 
　いきいき 
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綾部市立病院 10 大ニュース 101010
１　第4次病院整備事業に着手（５月） 

　　病院機能を一層充実するための実施設計に着手しました。3ヵ年をかけ
て西館の南側に鉄骨造5階建の建物を増築するとともに、リハビリ室の
移転、外来診察室の再配置などの改修を行います。 

２　京都府がん診療推進病院の指定（７月） 

　　京都府知事から「京都府がん診療推進病院」指定を受けました。 

３　時間外受付に警備室を設置し、夜間警備体制を強化（１０月） 

　　夜間警備員の配置、出入口チェックにより、病院の防犯・安全体制を
強化しました。 

４　綾部市医療公社が公益財団法人に移行することに決定（６月） 

　　平成25年 4月から「公益財団法人綾部市医療公社」に移行することが
決定しました。 

５　綾部市立病院財政計画を策定（３月） 

　　綾部市において、5ヵ年の財政計画（平成24年度～平成28年度）が策
定されました。 

６　看護部長が厚生労働大臣表彰を受賞（６月） 

　　岡田攝子看護部長が、地域医療・看護の発展への貢献が評価され厚生
労働大臣表彰を受けました。 

７　京都府立医大の医学生・看護学生２２人の病院研修（９月） 

　　地域医療とチーム医療の実際を学ぶとともに　中上林地域の方と交流
を行いました。 

８　病院事業会計が２０年連続して健全経営を維持（５月） 

９　綾部市総合防災訓練に参加（１１月） 

　　綾部市総合防災訓練に参加し、負傷者の応急処置などの訓練を行いま
した。 

１０　開院２２周年記念式、「第８回市民のための学術講演会」を開催（８月） 

1 現在の病院全景 

３　警備室設置 

７　地域の方との交流 

９　総合防災訓練の様子 

平成24年 平成24年 

医療ソーシャルワーカー　大　槻　裕紀子 
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糖尿病教室のご案内 糖尿病教室のご案内 

3月 

11日（月） 

27日（水） 

4月 

8日（月） 

22日（月） 

5月 

13日（月） 

18日（月） 20日（月） 

27日（月） 

・無料、申込み不要 
　１３：３０～１５：３０ 

糖尿病教室 

・実費、申込み要 
　１２：３０～１４：３０ 

試　食　会 

 

チェンジ”
糖尿病メニュー 

vol.7

心
の

音
 

心
の

音
 

こ
こ
ろ
 

ね
 

　

今
年
は
巳
年
な
の
で
ヘ
ビ
の
話
を
！

　

綾
部
市
図
書
館
に
は
、「
本
と
子
ど
も
と
図
書

館
」
を
愛
し
て
や
ま
な
い
ヘ
ビ
が
住
ん
で
お
り
ま

す
。
名
前
は
「
へ
び
い
ち
の
す
け
」。
実
は
こ
の
ヘ

ビ
、
市
内
の
小
学
校
の
間
で
は
か
な
り
の
有
名
人

（
？
）

　

図
書
館
で
は
小
学
校
に
出
か
け
て
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
を
し
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
は
、
テ
ー

マ
を
決
め
て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
本
を
紹
介
す
る

こ
と
。
例
え
ば
「
長
い
も
の
集
ま
れ
！
」
の
テ
ー

マ
だ
と
、
蛇
の
物
語
や
、
長
い
紐
の
話
、
長
く
て

終
わ
ら
な
い
話
等
、
数
冊
の
本
を
紹
介
。
で
も
、

紹
介
す
る
の
は
途
中
ま
で
。「
続
き
は
自
分
で
読
ん

で
ね
！
」
と
。
い
い
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

た
め
、
子
ど
も
達
は
早
く
続
き
が
知
り
た
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
！
狙
い
は
子
ど
も
達
を
本
好
き
に
す

る
こ
と
。
し
か
し
図
書
館
員
が
行
く
か
ら
に
は
、

図
書
館
の
こ
と
も
覚
え
て
い
て
欲
し
い
！
と
い
う

こ
と
で
、
平
成
６
年
に
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
開
始
し

て
か
ら
、
必
ず
手
袋
人
形
の
「
へ
び
い
ち
の
す
け
」

を
お
供
に
連
れ
て
行
き
、
詩
を
朗
読
し
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
五
感
と
は
す
ご
い
も
の
で
、
視
角
と
聴

覚
に
訴
え
る
、
ヘ
ビ
と
詩
の
朗
読
↓
本
↓
図

書
館
の
構
図
の
で
き
あ
が
り
！
本
や
図
書
館

員
の
こ
と
は
忘
れ
て
も
、
ヘ
ビ
の
姿
や
声
の

印
象
は
残
る
ら
し
い
。
実
際
に
、ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
を
経
験
し
た
子
ど
も
が
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
居

酒
屋
に
行
っ
た
時
の
こ
と
。「
生
ビ
ー
ル
！
」
と
注

文
す
る
と
、「
あ
っ
！
こ
の
声
知
っ
て
る
！
ヘ
ビ
の

人
や
！
」
と
す
か
さ
ず
言
わ
れ
た
こ
と
が
多
々
あ

り
。
知
ら
な
い
人
が
聞
い
た
ら
、
さ
ぞ
や
恐
ろ
し

い
ヘ
ビ
女
？
…
で
も
私
の
顔
は
に
ん
ま
り
！
み
ご

と
に
子
ど
も
達
の
心
に
、
ヘ
ビ
↓
本
↓
図
書
館
の

構
図
が
イ
ン
プ
ッ
ト
！
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

図
書
館
は
全
国
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
綾
部
の

子
ど
も
達
が
全
国
の
図
書
館
を
利
用
で
き
る
人
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
！
そ
ん
な
願
い
を
こ
め

て
い
つ
も
朗
読
す
る
詩
を
最
後
に
紹
介
し
ま
す
！

　　

あ　

い　

さ　

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
び
い
ち
の
す
け

さ
ん
ぽ
を　

し
な
が
ら

ぼ
く
は　

し
っ
ぽ
に　

よ
び
か
け
る

「
お
お
い　

げ
ん
き
か
あ
」

す
る
と　

む
こ
う
の　

く
さ
む
ら
か
ら

し
っ
ぽ
が　

ハ
キ
ハ
キ　

へ
ん
じ
を
す
る

「
げ
ん
き　

ぴ
ん
ぴ
ん
！
」

ぼ
く
は　

あ
ん
し
ん
し
て　

さ
ん
ぽ
を　

つ
づ
け
る

（「
の
は
ら
う
た
Ⅰ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ど
う
な
お
こ
と
の
は
ら
み
ん
な
作
・
童
話
屋
よ
り
）

　

次
回
は
山
崎
モ
ー
タ
ー
ス
の
太
田
淳
さ
ん
に
バ

ト
ン
を
お
渡
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

綾
部
市
図
書
館

司
書

生

駒

彩

子



面会時間について 
平　日 
午後2時～午後7時 
土・日・祝日 
午後1時～午後7時 

綾部市青野町大塚20番地の1

FAX 0773-42-7870

43-0123

☆診察日 
 　月～土曜日 
 
☆受付時間 
　 午前8時～ 午前11時30分 
　 （自動再来受付機／午前7時30分より稼動） 

☆診察開始時間 午前8時30分～ 
☆人間ドック （半日）月～金曜日 
☆脳ドック （13時～）月～金曜日 
☆血管ドック （9時30分～）第2・4水曜日 

☆休診日 
　日曜・祝日 
　年末年始 

外来診察のご案内 

綾部市立病院 ホームページアドレス http://www.ayabe-hsp.or.jp

※土曜日は診療科により 
　異なります 

27

27

173

あやバス 

あやバス 

あやバス 

あやバス 

至舞鶴 

至舞鶴 

至京都 
至池田 

バス 
ターミナル 

至
京
都
 

至
福
知
山
 

位
田
橋
 

白
瀬
橋
 

至舞鶴若狭自動車道 綾部I.C.

JA

警察署 

郵便局 

アスパ 

グンゼ綾部本社 

綾部市保健 
福祉センター 

綾部市役所 

綾部小学校 

京都府綾部 
総合庁舎 

丹波大橋 

綾部大橋
 

新
綾
部
大
橋
 

綾部駅 

綾部市立病院 

病院への交通 

JR山陰本線「綾部駅」下車、北口より徒歩10分 
南口から あやバス で約5分「市立病院前」 
バス停下車 

N

院内保育所 
訪問看護ステーション 

由良川 

0773

外来診療担当医師表 平成２４年１２月１日より

土金木水火月曜　日
担当医師外来名担当医師外来名担当医師外来名担当医師外来名担当医師外来名担当医師外来名診療科名

担当医師内科一般長 谷 川内科一般
消化器・胃腸高 升内科一般

消 化 器
長 谷 川
（緩和ケア）

内科一般
消化器・胃腸江 口内科一般

消 化 器
高 升
（緩和ケア）

消 化 器
・ 胃 腸１ 診

内　
　
　
　
　

科

担当医師内科一般※
河 野

内科一般
循 環 器

※
志 賀循 環 器※

志 賀
内科一般
循 環 器

※
中 村

内科一般
循 環 器

※
河 野

内科一般
循 環 器２ 診

－－※
中 村

内科一般
循 環 器

※　
長 崎

呼 吸 器
（９：００～）

※
永 井

呼 吸 器
（９：００～）足 立内科一般

循 環 器３ 診

－※
渡　　邉

神経内科
（１０：１５～）

※
市 田

内 分 泌
糖 尿 病足 立内科一般

循 環 器
※
市 田

内 分 泌
糖 尿 病

※
担当医師

内 分 泌
糖 尿 病４ 診

－※
石 井

消 化 器
・ 肝 臓

※
滋 賀

神経内科
（１０：１５～）－※

石 井
消 化 器
・ 肝 臓－５ 診

－－－－※
村 西

神経内科
（１０：１５～）－６ 診

担当医師1診　　
外科一般柳 田1診　　

呼 吸 器富 田1診　外科一般
　 消 化 器沢 辺1診　外科一般

　 消 化 器井 上1診　外科一般
　 消 化 器鴻 巣1診　外科一般

　 消 化 器
外 科 
※について
お電話での
ご予約は
８：３０～
　　１４：００
の間にお願
いいたします。

担当医師禁煙外来
（隔週）

※
鴻 巣
（緩和ケア）

2診
外科一般
消 化 器

※
柳　 田

2診
呼 吸 器

第２・４週
※大　川

2診 血管外科
（10：30～）

藤 原2診
乳腺外科－

第 3 週
※増　田

2診 血管外科
（10：00～）

－－※藤　原午後  乳腺外科－－－
森１診 脊  椎志 賀１ 診小 橋１診 手の外科担当医師１ 診小 橋１診 手の外科

整形外科 木 田２ 診－森２診 脊  椎－木 田２ 診 
担当医師３ 診－－－－

担当医師１ 診西 村
（2・4週）１ 診

小児神経
一 般

上 野１ 診新 田１ 診上 野１ 診戸 澤１ 診

午前

 

小

児

科 

 

－戸 澤
（1・3・5週）金 田２　　 診戸 澤２ 診金 田２ 診上 野２ 診

－金 田２ 診－－第3週以外
※問　山小児循環器－

－
上 野慢性疾患担当医師予防接種

担当医師Ｂ Ｃ Ｇ
戸 澤慢性疾患金 田慢性疾患※

午
後

上 野慢性疾患
金 田慢性疾患－戸 澤慢性疾患担当医師１ヶ月健診担当医師１ヶ月健診
山 本１ 診上 野１ 診川　原麻１ 診川　原健１ 診上 野１ 診

午前
産
婦
人
科
※

－川　原麻２ 診上 野２診（９：３０～）川　原麻２ 診川　原健２ 診
－－－担当医師１ヶ月健診担当医師１ヶ月健診午後
鳥 山１診（９：００～）高 村１診（９：００～）廣 田１診（９：００～）鳥 山１診（９：００～）廣 田１診（９：００～）

泌尿器科※
高 村２診（１０：３０～）担当医師２診（１０：３０～）高 村２診（１０：３０～）廣 田２診（１０：３０～）鳥 山２診（１０：３０～）

担 当 医 師　 中　 村　　 高　 家　担 当 医 師　 中　 村　　 高　 家　眼 科

　 中　 前　成本／谷口物忘れ外来畑
（緩和ケア）

月2回
畑

精神科※
１０：１５～

担 当 医 師担 当 医 師　 佐　 藤　　 佐　 藤　　 佐　 藤　　 佐　 藤　
耳鼻咽喉科

－－※佐　藤午後：超音波－－※佐　藤午後：超音波
山 崎１診（１０：３０～）佐 野１診（１０：３０～）佐 野１診（１０：３０～）佐 野１診（１０：３０～）

皮 膚 科
加 藤２診（１１：００～）－中 村２診（１０：３０～）

担 当 医 師一 島 ／ 松 元一 島 ／ 松 元一 島 ／ 松 元一 島 ／ 松 元一 島 ／ 松 元放射線科

※印は原則として予約制になっております。各診察室で申し込んで下さい。お電話でのご予約は１４：００～１６：００の間にお願いいたします。（外科以外）

1
診

2診

※4月より、外来担当医師表の変更がございます。


